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指導者ハンドブック制作にあたって 

 甲南摂津会 幹事長  
                       松崎 剛士 

 
「大学としての存在感を如何に発揮するか」、「大学スポーツの存在価値をどの様な位置

付けとするのか」という大学全体感の目的があり、一方で各クラブ団体が学生の自己成長の

為、勝利や鍛錬を目指す毎日を進めておられると思います。 
その様な中で、様々な手続きを含めた、情報共有をよりスムーズに行うことを目的として、

「指導者にむけたハンドブック」を作成し、年度単位にて情報更新を行っております。 
今回も、学内を含め、多くの部局との協力のもと、多くの項目において刷新・追加が発生し

ており、指導者を含めた甲南スポーツに携わる皆様にとって、より役に立つものになってお

ります。関係する情報がワンストップにて網羅された冊子として、各活動団体においても、

内容をご理解の上、ご活用賜わりますよう、宜しくお願い申し上げます。 
 
そして、この指導者ハンドブックが、甲南大学体育会のますますの発展に繋がりますことを、

心から願いまして制作後記とさせていただきます。 
 

編集後記 
甲南摂津会「指導者ハンドブック」は、平成 26 年に発行され、今回で 7 回目の改訂となりま

す。この間に白川台キャンパスや iCommons などの新しい施設ができ、それに伴いハンドブ

ックの内容も改訂を続けて参りました。今後も学園・大学と社会の変化に対応した進化を続

けていけるよう努めて参ります。発行や毎年の改訂にあたり、ご協力をいただきました皆様

やご意見をいただきました皆様に御礼を申し上げます。 
掲載内容については、毎年スポーツ強化支援室を通じ、学園・大学の各部局へご確認いただ

いて、年に１回改訂を行っております。指導者ハンドブック１冊を見れば、指導者や学生に

必要な情報が集約されているように編集をしております。 
各クラブへは限られた部数しかお渡しできませんが、不足分につきましては、甲南摂津会ホ

ームページでダウンロードができるようになっておりますので、ご活用いただければ幸いで

す。 
甲南摂津会 事務局 丸岡加奈 


